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●

月
日
会
の
更
な
る
飛
躍
を
実
現
し
よ
う
！
︵
一
面
︶

●

幹
事
会
だ
よ
り

︵
二
面
︶

●

近
況
お
便
り
、
ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う

︵
三
面
︶

●

桐
の
木
、
桜
の
木

︵
四
面
︶

おもな内容

月日会の更なる飛躍を実現しよう！

　

九
州
か
ら
西
日

本
で
は
例
年
よ
り

３
週
間
早
い
梅
雨

明
け
を
む
か
え
、

酷
暑
の
日
が
続
き

水
分
補
給
・
塩
分

で
す
。
ご
支
援
ご
協
力
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
月
日
会
活
動

を
支
え
る
た
め
に
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
か
ら
の
会
費
・
寄
付
金
納
入
が
必
要

月
日
会
80
年
へ
向
け
て
！

御
挨
拶

田
高
の
近
況

月
日
会
会
長
︵
19
期
︶　

鍵
和
田　

幹
夫

第
22
代　

藤
田　

豊

副
校
長　

山
口　

紀
子

　

日
頃
よ
り

本
校
の
教
育

活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
４

月
１
日
付
け
で
着
任
い
た
し
ま
し

た
、
副
校
長
の
山
口
と
申
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
３
９
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
生
徒
６
９
３
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続

き
、
「
理
数
研
究
校
」
「
Ｇ
Ｅ—

Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
（
旧
英
語
教
育
研
究
推

進
校
９
」
の
指
定
を
受
け
、
学
習
活

動
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
深
化
を
目

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年
会
費
・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。

ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
会
費
ご
納
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
72
期
卒
業
生
の

飯
田
根
己
で
す
。

　

私
が
田
高
を
卒
業

し
て
か
ら
１
年
と
少

し
で
す
。
た
っ
た
１

年
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
生
方
の
異
動

や
設
備
更
新
な
ど
、

田
高
が
絶
え
ず
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
田
高
で

知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
と
は
ま
だ
交

流
が
続
い
て
お
り
、
仲
が
良
い
数
人

で
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
親
し
い

友
人
が
１
人
い
ま
す
。
彼
は
進
学
を

機
に
福
島
県
へ
引
っ
越
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
時
折
会
い
に
行
っ
た

り
、
逆
に
彼
が
東
京
に
帰
っ
て
き
た

と
き
に
は
一
緒
に
食
事
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
更
に
会
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
な

ん
だ
か
ん
だ
で
月
に
１
回
く
ら
い
会

っ
て
い
ま
す
。
流
石
に
会
い
す
ぎ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
す
が
、
か
け

が
え
の
な
い
友
人
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
場
所
と
し
て
、
私
は
田
高
に

と
て
も
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
の
は

地
理
で
す
。
皆
さ
ん
は
地
理
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
地
理
学
と
い
う

の
は
様
々
な
分
野
と
関
連
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
「
都
市
の
発
展
」
と
い

う
テ
ー
マ
１
つ
で
も
、
交
通
機
関
の

発
達
や
地
形
の
特
徴
、
歴
史
的
背
景

な
ど
様
々
な
要
因
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
角

的
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
が
地
理

学
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
現
在
大
学
で

教
職
課
程
を
履
修
し
て
お
り
教
員
免

許
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も

し
か
し
た
ら
、
２
年
後
に
田
高
で
教

育
実
習
生
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
講
義
を
受

け
る
中
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
の
す
ご
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

日
々
で
す
。
黒
板
に
読
み
や
す
い
字

を
書
く
っ
て
実
は
結
構
難
し
い
こ
と

な
ん
で
す
。
う
ま
く
書
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

72
期　

飯
田
根
己

補
給
な
ど
に
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
毎
日
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

日
頃
は
月
日
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
楡
井
幹
事
長
（
31
期
）

を
中
心
に
、
月
日
会
の
更
な
る
飛
躍
に

向
け
着
実
に
前
進
を
す
る
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
永
年
の
課
題
事
項
で
あ
っ
た
若

い
幹
事
の
獲
得
と
定
着
は
、
「
生
徒
会
役

員
と
の
懇
談
会
」
や
「
田
高
財
団
事
業
」

な
ど
に
若
い
幹
事
も
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
活
性
化
し
、

新
鮮
な
力
を
吹
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

又
、
こ
れ
ま
で
は
学
校
事
業
支
援

は
、
「
新
入
生
へ
の
校
章
バ
ッ
ジ
贈

呈
」
や
「
桐
の
木
の
植
樹
、
維
持
・
管

理
」
以
外
は
、
主
に
財
団
が
担
当
し
て

き
ま
し
た
が
、
「
生
徒
会
役
員
と
の
懇

談
会
」
席
上
で
、
「
日
常
的
に
現
役
と

の
交
流
を
深
め
な
い
と
卒
業
時
に
月
日

会
入
会
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
い
う
意
見
が
生
徒
会
役
員
や

若
手
幹
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
財
団
と
協
力
し
な
が
ら
月

日
会
も
そ
の
一
端
を
担
い
、
日
頃
か
ら

月
日
会
に
馴
染
ん
で
も
ら
う
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
楡
井
幹
事
長
と
共
に
幹
事
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
加
え
、
新
た
な
取
り
組

み
を
進
め
、
月
日
会
の
更
な
る
躍
進
発

展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

聞
に
３
月
25
日
に
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の

記
事
を
読
ん
だ
田
園
調
布
高
校
の
卒
業
生

で
、
現
在
輪
島
市
に
お
住
い
の
女
性
か

ら
、
現
地
で
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
電
話
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
翌
日
、
生
徒
と
直
接
電
話
で
や
り

取
り
を
す
る
こ
と
が
叶
い
、
「
現
地
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
わ
れ
、

生
徒
た
ち
も
自
分
た
ち
の
活
動
が
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
よ
う
で
し

た
。

　

今
年
度
も
、
在
校
生
に
は
、
自
分
た
ち

の
先
輩
で
あ
る
月
日
会
や
田
園
調
布
教
育

財
団
の
皆
さ
ん
に
応
援
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
く
れ
る
よ
う
、
見
え
る
よ
う
な
形
で

の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
様
々
お
願
い
を
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
の
教
育
活

動
へ
の
ご
理
解
及
び
ご
協
力
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
学
校
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
藤
田
豊
で

す
。
今
年
度
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
、生
徒
会
の
代
表
生
徒
４

名
が
、ぽ
ろ
に
あ
祭
の
収
益
金
の一
部
を
能

登
地
方
に
寄
付
す
る
と
と
も
に
、現
地
で

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ

の
際
、田
園
調
布
教
育
財
団
及
び
月
日
会

か
ら
、航
空
券
代
の
支
援
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
代
表
生
徒
が
現
地
の

仮
設
住
宅
に
居
住
さ
れ
る
方
々
と
一
緒
に

よ
も
ぎ
も
ち
を
つ
く
り
、
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
輪
島
市
門
前
町
の
「
総

持
寺
通
り
商
店
街
」
の
方
か
ら
お
話
を
い

た
だ
い
た
り
、
沢
山
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
少
し
で
も
役
に
立
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
生
徒
た
ち
は
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
取
り
組
み
は
、
東
京
新

生
徒
会
の
活
動

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
72
代
生
徒
会
長

の
藤
田
睦
月
で
す
。
月
日
会
の
皆
さ

ん
に
向
け
、
活
動
報
告
と
感
謝
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
生
徒
会
初
の
試
み
と
し

て
三
月
下
旬
に
石
川
県
輪
島
市
を
訪

問
し
、
二
日
間
で
三
か
所
の
施
設
に

ぽ
ろ
に
あ
祭
の
収
益
金
の
寄
付
を
行

い
ま
し
た
。
仮
設
団
地
に
住
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
お
餅
つ
き
を
通

じ
て
交
流
し
た
り
、
輪
島
市
の
門
前

総
合
支
所
に
て
支
所
長
と
直
接
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な

学
び
や
気
づ
き
が
あ
る
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長

多摩

　

訪
問
に

あ
た
り
、

生
徒
四
人

の
羽
田
空

港
～
能
登

空
港
間
の

往
復
の
飛

行
機
代
を

田
高
財
団

と
月
日
会
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
事
前
の
企
画
説
明
の
際

も
、
鍵
和
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

月
日
会
幹
事
の
方
々
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
月
日
会
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
生
徒
会
で
は
、
生
徒
総
会
の

運
営
や
学
校
説
明
会
で
の
学
校
案
内

の
ほ
か
、
学
校
設
備
・
制
度
の
見
直

し
も
進
め
て
い
ま
す
。
生
徒
会
が
運

営
し
て
い
る
意
見
箱
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
意
見
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
部
活

動
が
委
員
会
へ
活
動
を
依
頼
で
き
る

制
度
を
作
る
な
ど
、
生
徒
の
意
見
に

も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

生
徒
の
た
め

の
生
徒
会
と

し
て
、
生
徒

会
一
同
尽
力

し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
は
、
体
育
祭
を
終
え
、
９
月

に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
ぽ
ろ
に

あ
祭
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、
期
末
考
査
、
夏
期
講
習
な

ど
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
進
路
活
動

も
本
格
化
し
ま
す
が
、
自
己
の
可
能

性
を
信
じ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
個
々
が
ど
ん
な
成
長
を
見

せ
て
く
れ
る
の
か
、
教
員
一
同
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
同
窓
会
や
地
域

の
皆
様
、
保
護
者
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

被災地の現状を見学

商店会に寄付目録贈呈

阿岸仮設住宅
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幹
事
会
便
り

令
和
７
年
度

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

月
日
会
関
係
役
員

新
幹
事
紹
介

月
日
会
と
共
に
歩
ん
だ

60
有
余
年
を
振
り
返
っ
て

月
日
会
名
誉
会
長
（
６
期
）

    

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団 

評
議
員

田
中　
博
隆

　

令
和
６
年
度
の
活
動
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

幹
事
長　

楡
井
辰
夫
（
31
期
）

 

幹
事
会
活
動

○
幹
事
会
（
５
回
）

（
５
月
26
日
、
８
月
25
日
、
10

月
12
日
、
12
月
７
日
、
３
月
29

日
）

○
会
計
委
員
会
（
随
時
）

○
会
報
委
員
会
（
随
時
）

○
入
学
式
（
４
月
９
日
）

○
新
幹
事
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
５
月
26
日
）

○
会
報
45
号
発
行
（
７
月
７
日
）

○�

生
徒
会
役
員
と
の
懇
談
会

（
６
月
22
日
、
２
月
15
日
）

○�

ぽ
ろ
に
あ
祭
（
９
月
13
日
、14
日
）

○
入
会
同
意
書
配
布
（
12
月
24
日
）

○
卒
業
式
（
３
月
７
日
）

 

母
校
協
力
活
動

○
体
育
祭
（
５
月
17
日
）

○�

学
校
授
業
公
開（
６
月
10
～
14
日
）

○
合
唱
祭
（
１
月
31
日
）

○
能
登
訪
問
へ
の
支
援

（
３
月
27
日
～
28
日
）

 

一
般
財
団
法
人

 

田
園
調
布
教
育
財
団
協
力
活
動

○
理
事
会
（
６
回
）

○
評
議
員
会
（
１
回
）

○
運
営
委
員
会
（
１
回
）

○
第
37
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

（
９
月
14
日
）

○�

第
８
回
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
大

会
・
体
験
会
協
力
（
９
月
22
日
）

○
第
６
回
郷
土
の
歴
史
探
訪
協
力

（
10
月
26
日
）

○
第
17
回
手
話
講
習
会
協
力

（
11
月
16
日
）

○�

手
作
り
講
習
会
協
力（
12
月
14
日
）

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
協
力

（
２
月
８
日
、
15
日
）

○
第
４
回
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
協
力

（
２
月
24
日
）

○
そ
の
他
、
各
実
行
委
員
会
参
加

（
随
時
）

 

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会・懇
親
会（
６
月
15
日
）

○
清
流
会
研
修［
有
明
］（
10
月
６
日
）

○
清
流
会
新
年
会
［
大
井
町
］

（
２
月
１
日
）

名
誉
会
長　

田
中　

博
隆�

（
６
期
）

会　
　

長　

鍵
和
田
幹
夫�

（
19
期
）

副
会
長　

源
田
真
由
美�
（
20
期
）

副
会
長　

小
西　

正
晃�
（
37
期
）

幹
事
長　

楡
井　

辰
夫�
（
31
期
）

副
幹
事
長　

豊
山　

純
平�

（
68
期
）

会
計
監
査　

加
持　

和
子�

（
16
期
）

会
計
監
査　

市
川　

忠
司�

（
31
期
）

常
任
幹
事　

磯
邉　

富
雄�

（
25
期
）

常
任
幹
事　

稲
井　

一
樹�

（
31
期
）

常
任
幹
事　

重
谷
麻
奈
美�

（
52
期
）

幹　
　

事　

染
野
美
代
子�

（
１
期
）

幹　
　

事　

寺
久
保　

勲�

（
２
期
）

幹　
　

事　

金
子
喜
一
郎�

（
７
期
）

幹　
　

事　

初
音
み
ね
子�

（
14
期
）

幹　
　

事　

川
瀬
み
ど
り�

（
29
期
）

幹　
　

事　

齋
藤　

亮
次�

（
46
期
）

幹　
　

事　
小
田
島
あ
や
め�

（
61
期
）

幹　
　

事　

原
田　

美
遥�

（
62
期
）

幹　
　

事　

高
橋　

圭
哉�

（
63
期
）

幹　
　

事　

鈴
木　
　

颯�

（
63
期
）

幹　
　

事　

天
海　

遥
子�

（
66
期
）

幹　
　

事　

金
城　

圭
亮�

（
67
期
）

幹　
　

事　

保
坂
晋
之
介�

（
67
期
）

幹　
　

事　

種
村
七
奈
海�

（
67
期
）

幹　
　

事　

白
井　
　

蓮�

（
68
期
）

幹　
　

事　

荻
野　

真
嗣�

（
68
期
）

幹　
　

事　

古
川　

麻
央�

（
71
期
）

幹　
　

事　

土
屋
麟
太
郎�

（
71
期
）

幹　
　

事　

伊
賀　

琢
磨�

（
71
期
）

幹　
　

事　

浅
野　

創
来�

（
72
期
）

幹　
　

事　

飯
田　

根
己�

（
72
期
）

幹　
　

事　

福
崎　

海
希�

（
73
期
）

幹　
　

事　

工
藤　
　

一�

（
73
期
）

幹　
　

事　

田
中　

一
矢�

（
73
期
）

幹　
　

事　

鳥
居　

瑞
月�

（
73
期
）

幹　
　

事　

三
島　

圭
翔�

（
73
期
）

令
和
７
年
度
月
日
会
役
員

評
議
員　

田
中　

博
隆�

（
６
期
）

評
議
員　

加
持　

和
子�

（
16
期
）

理
事
長　

鍵
和
田
幹
夫�

（
19
期
）

副
理
事
長　

源
田
真
由
美�

（
20
期
）

理　
　

事　

金
子
喜
一
郎�

（
７
期
）

理　
　

事　

小
西　

正
晃�

（
37
期
）

監　
　

事　

初
音
み
ね
子�

（
14
期
）

運
営
委
員　

磯
邉　

富
雄�

（
25
期
）

運
営
委
員　

川
瀬
み
ど
り�

（
29
期
）

運
営
委
員　

市
川　

忠
司�

（
31
期
）

運
営
委
員　

楡
井　

辰
夫�

（
31
期
）

運
営
委
員　

稲
井　

一
樹�

（
31
期
）

運
営
委
員　

重
谷
麻
奈
美�

（
52
期
）

運
営
委
員　
小
田
島
あ
や
め�

（
61
期
）

運
営
委
員　

原
田　

美
遥�

（
62
期
）

運
営
委
員　

高
橋　

圭
哉�

（
63
期
）

運
営
委
員　

鈴
木　
　

颯�

（
63
期
）

運
営
委
員　

保
坂
晋
之
介�

（
67
期
）

運
営
委
員　

白
井　
　

蓮�

（
68
期
）

運
営
委
員　

豊
山　

純
平�

（
68
期
）

運
営
委
員　

古
川　

麻
央�

（
71
期
）

運
営
委
員　

土
屋
麟
太
郎�

（
71
期
）

運
営
委
員　

伊
賀　

琢
磨�

（
71
期
）

運
営
委
員　

飯
田　

根
己�

（
72
期
）

運
営
委
員　

福
崎　

海
希�

（
73
期
）

運
営
委
員　

工
藤　
　

一�

（
73
期
）

運
営
委
員　

鳥
居　

瑞
月�

（
73
期
）

運
営
委
員　

三
島　

圭
翔�

（
73
期
）

　

73
期
生
か
ら
、三
島
圭
翔（
み
し
ま

け
い
か
）さ
ん
、福
崎
海
希（
ふ
く
ざ
き

み
き
）さ
ん
、田
中
一
矢（
た
な
か
か
ず

や
）さ
ん
、工
藤
一（
く
ど
う
い
ち
）さ

ん
、鳥
居
瑞
月（
と
り
い
み
づ
き
）さ
ん
の

５
名
が
新
た
に
幹
事
と
し
て
加
わ
り
ま

し
た
。５
月
25
日（
日
）に「
新
幹
事
オ

リ
エン
テ
ー
シ
ョン
」を
開
催
し
、新
幹
事

か
ら
は
三
島
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、月
日
会
の

活
動
概
要
や
役
割
、新
幹
事
に
期
待
す

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
島
さ
ん
は
同
日
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
幹
事
会
に
も
参
加
し
、幹
事
と

　

令
和
７
年
３
月
７
日
、
前
日
ま
で

ぐ
ず
つ
い
た
天
候
続
き
だ
っ
た
の

が
、
こ
の
日
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を

祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
見
事
な
ま
で

の
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

　

冷
え
込
ん
だ
体
育
館
の
中
で
行
わ

れ
た
卒
業
式
は
、
静
謐
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

田
高
で
の
３
年
間
を
映
画
の
フ
ィ

ル
ム
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
さ
れ
た
答

辞
は
、
目
の
前
に
情
景
が
浮
か
ぶ
よ

う
で
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
シ
ー
ン
で
彩
ら
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
20
期　

源
田
真
由
美
）

　

令
和
７
年
４
月
８
日
、
第
76
回
入

学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
門

横
の
桜
も
満
開
で
喜
び
に
花
を
添
え

る
よ
う
で
し
た
。

　

会
場
に
は
ご
夫
婦
で
列
席
さ
れ
た

方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
し

ば
ら
く
は
な
い
光
景
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

新
入
生
代
表
の
言
葉
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
中
学
生
の
頃
は
コ
ロ
ナ
に

よ
る
制
限
が
残
る
中
で
過
ご
さ
れ
て

き
た
皆
さ
ん
で
す
が
、
田
高
で
の
３

年
間
は
、
ク
ラ
ス
や
部
活
の
仲
間
と

一
緒
に
思
い
切
り
行
動
力
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
20
期　

源
田
真
由
美
）

田
高
卒
業
生
は
述
べ
一
万
九
千
百
六
十

六
名
と
な
り
ま
し
た
。
連
絡
可
能
月
日
会

会
員
は
、
約
一
万
二
千
名
で
す

 

新
卒
業
生  

七
十
三
期
生

二
百
三
十
二
名

し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
幹
事
紹
介
（
在
校
時
の
部
活

動
・
委
員
会
、
進
路
先
）

三
島　

圭
翔

（
サ
ッ
カ
ー
部
、明

治
大
学
法
学
部
）

　

中
々
忙
し
い

大
学
生
活
で
は

あ
り
ま
す
が
、月
日
会
幹
事
と
し
て
も

精
一杯
頑
張
り
ま
す
! !福

崎　

海
希

（
ダ
ン
ス
部・審
事

委
員
会
、国
士

舘
大
学�

体
育
学

部
）

　

73
期
生
、福
崎
海
希
で
す
。３
年
間

の
感
謝
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
田
高
に
貢

献
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。田

中　
一
矢

（
軽
音
楽
部
、駒

澤
大
学
）

　

は
じ
め
ま
し

て
、73
期
卒
業
生

の
田
中
一
矢
で
す
。も
う
卒
業
か
ら
寄

稿
時
点
で
３
ヶ
月
も
経
っ
て
る
ん
だ
と

驚
い
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
幹
事

と
い
う
形
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
七
年
度 

入
学
式

令
和
六
年
度 

卒
業
式

卒業証書授与

一学年担任紹介

　

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
４
月
、

１
期
生
卒
業
を
機
に
同
窓
会
１
年
目

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
、
宝
田
雅
敏
、
金
谷
章

弘
、
松
川
東
吉
（
各
１
期
）
、
川
越

稔
（
３
期
）
、
本
多
喜
太
郎
、
森

木
幸
久
、
家
入
正
男
（
各
１
期
）
と

続
き
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
に

田
中
が
８
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
田
高
60
周
年
記
念

式
典
」
実
行
委
員
長
を
区
切
り
と
し

て
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
に
鍵

和
田
幹
夫
（
19
期
）
に
会
長
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

　

10
年
目
の
節
目
と
な
っ
た
昭
和
38

年
（
１
９
６
３
）
に
は
、
同
窓
会
の

名
称
を
「
月
日
会
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

年
の
「
会
報
」
創
刊
号
発
行
に
際
し

て
は
、
当
時
の
会
長
か
ら
「
田
中

や
っ
て
く
れ
」
の
言
葉
に
、
大
学
３

年
生
の
自
分
と
、
田
中
宏
二
郎
（
９

期
）
、
西
堀
峯
夫
（
10
期
）
の
３
人

で
大
学
近
く
の
印
刷
所
で
頑
張
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
随

時
発
行
だ
っ
た
会
報
を
年
１
回
発
行

に
し
た
の
が
、
第
11
号　

平
成
２

年
（
１
９
９
０
）
か
ら
で
し
た
。

「
会
報
・
第
46
号
」
は
令
和
７
年

（
２
０
２
５
）
７
月
７
日
発
行
日

で
す
が
、
本
当
に
１
年
が
早
く
感

じ
ま
す
。
「
第
21
号
」
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）
の
「
田
高
創
立
50
周

年
盛
会
に
終
わ
る
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
が
、
と
て
も
懐
か
し
く
、
も
う
そ

れ
か
ら
25
年
た
ち
ま
し
た
。
ま
だ
今

日
も
46
号
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
こ

と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
大
学
生

だ
っ
た
自
分
が
今
85
歳
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
、
母
校
と
と

も
に
楽
し
い
時
間
を
沢
山
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
節
目
、
節
目
の
記
念
式

典
や
事
業
を
し
っ
か
り
や
り
、
次
に

つ
な
げ
発
展
す
る
よ
う
会
員
の
方
々

の
応
援
と
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
代
岡
沢
武
校
長
の
「
開
拓
者
精

神
」
を
忘
れ
ず
に
、
同
窓
会
は
「
田

高
」
を
応
援
し
て
ゆ
く
こ
と
に
情
熱

を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

「
田
高
50
周
年
記
念
事
業
」
の
第

12
代
吉
田
秀
男
校
長
ご
就
任
の
と

き
、
「
田
中
会
長
は
、
大
森
六
中

の
一
年
先
輩
で
す
」
と
言
わ
れ
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
「
創
立
50
周
年
記

念
誌
」
は
、
ま
さ
に
「
田
高
の
歴
史

本
」
と
し
て
大
変
素
晴
ら
し
い
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
周
年
か
ら
続
い

て
い
る
各
周
年
記
念
誌
が
「
田
高
」

の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
こ
れ
か
ら
の

「
田
高
」
が
よ
り
良
い
学
校
を
目
指

し
て
下
さ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま

す
。

��

現
22
代
藤
田
豊
校
長
の
ご
指
導

で
、
益
々
「
田
高
」
が
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
1
期
か

ら
73
期
生
ま
で
の
卒
業
生
は　

述
べ

一
万
九
千
百
六
十
六
名
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
田
高
現
役
生
徒
六
九
三

名
、
教
職
員
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
講
師
含
）
七
十
五
名
の
大
き

な
社
会
は
、
き
っ
と
未
来
を
創
造
し

て
ゆ
く
大
き
な
力
と
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団
、
清
流
会
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
Ｏ
Ｂ
会
）
そ
し
て
月
日
会
が

一
体
と
な
っ
て
都
立
田
園
調
布
高
等

学
校
を
応
援
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
月
日
会

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
文
中
敬
称

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

田高ペナント
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近
況
お
便
り

近
況
お
便
り 

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

近
況
お
便
り 

あ
り
が
と
う

令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
に

い
た
だ
い
た
情
報
で
す

令
和
六
年
度
会
計
報
告

令和6年度（2024年度）会計報告
収入 支出

前年度繰越金 4,493,979 幹事会費 117,096
通信事務費 7,220

卒業生入会金 365,000 会報編集費 1,841,387
賛助会員入会金 − 名簿編集費 110,000
銀行利息等 1,191 周年事業積立金 100,000
年会費 1,206,000 ぽろにあ祭参加費 33,523
月日会寄付 853,602 卒業生新入生対策費 127,182
桐の木募金 157,650（一財）田高財団事務所使用料 200,000

情報委員会費 55,044
雑費
桐の木募金積立金 157,650

６年度収入計 2,583,443 ６年度支出計 2,749,102
次年度繰越金 4,328,320

合計 7,077,422 合計 7,077,422

令和7年度（2025年度）予算
収入 支出

前年度繰越金 4,328,320 幹事会費 130,000
通信事務費 10,000

卒業生入会金 635,000 会報編集費 2,100,000
賛助会員入会金 − 名簿編集費 110,000
銀行利息等 1,080 周年事業積立金 100,000
年会費 1,200,000 ぽろにあ祭参加費 40,000
月日会寄付 700,000 卒業生新入生対策費 130,000
桐の木募金 100,000 (一財)田高財団事務所使用料 200,000

情報委員会費 60,000
雑費 −
桐の木募金積立金 100,000

７年度収入計 2,636,080 ７年度支出計 2,980,000
次年度繰越金 3,984,400

合計 6,964,400 合計 6,964,400

連
日
の
厳
し
い
暑
さ
で
す
が
、元
気
に
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。��

元
教
職
員　

木
嶋　

智
恵

こ
の（
令
和
６
年
）４
月
で
90
才
。こ
れ
が
最
後
か
も
と
思
い
、

ぽ
ろ
に
あ
祭
に
行
って
み
よ
う
と
思
って
ま
す
。一緒
に
行
こ

う
と
思
って
い
た
友
人
、皆
亡
く
な
ら
れ
、私一人
に
な
って
し

ま
い
ま
し
た
。自
分
の
足
で
あ
る
け
る
う
ち
に
…�

 

１
期　

二
ノ
宮
良
子

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
に
入
って
い
ま
し
て
毎
年
都
美
術
館
に
出
展
し

て
い
ま
す
。別
府
在
住�
２
期　

井
上　

周
子

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
情
報
交
換
し
て
ま
す
。

�

２
期　

大
塚　

里
子

三
期
生
に
元
気
が
な
い
の
が
淋
し
い
で
す
。

�

３
期　

内
田　

浩
子

先
日
、文
春
の
川
柳
で
特
選
に
入
選
し
ま
し
た
。

�

３
期　

宇
都　

正
巳

元
気
で
す
。�

４
期　

寺
久
保　

勲

お
陰
様
で
、80
才
迄
、元
気
に
勤
め
ま
し
た
。

�

５
期　

垣
本　
　

宏

元
気
で
す
! !�

６
期　

川
名　

哲
夫

４
３
０
年
の
寺（
正
行
寺
）の
前
住
職
で
す
。

�

６
期　

竹
原　

智
明

歩
行
が
難
儀
な
が
ら
、元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

�

６
期　

成
田
正
一
郎

元
気
で
す
。足
腰
が
痛
い
け
れ
ど
普
通
に
生
活
し
て
い
ま

す
。�

７
期　

斉
藤　

行
生

令
和
６
年
５
月
、『
万
葉
集
を
歩
く
』を
出
版
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す
。�

８
期　

田
口　

惠
子

週
半
日
、調
剤
薬
局
で
働
い
て
ま
す
。バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

が
趣
味
。�

９
期　

岡
村　
　

勲

元
気
で
す
ョ！�

10
期　

片
山　

勝
幸

２
０
２
４
年
２
月　

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
に
引
っ
越
し

�

10
期　

柴
田　

柾
樹

お
陰
様
で
元
気
に
し
て
居
り
ま
す
。 

11
期　

伊
東　

浩
子

猛
暑
にへ
き
え
き
し
て
い
ま
す
。�

11
期　

菊
地　

武
芳

“
八
十
才�

な
に
か�

め
で
た
い
”で
す
。�

11
期　

寺
山　

佑
枝

元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。�

11
期　

松
井　

岩
美

誕
生
日
が
来
て
79
歳
に
な
って
し
ま
っ
た
。歩
く
速
度
が
遅

く
な
っ
た
。息
子
よ
り
食
べ
る
量
が
少
く
な
っ
た
。跡
取
り
が

も
う一歩
の
所
ま
で
来
た
。ま
だ
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
。�

�

12
期　

永
井　
　

宏

令
和
６
年
７
月
に
行
な
わ
れ
た
、日
本
マス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

で
３
２
０
才
区
分
の
フ
リ
ー
リ
レ
ー
と
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
金

メ
ダ
ル
を
ゲ
ッ
ト
致
し
ま
し
た
。 

12
期　

成
瀬　

紘
一

13
期
同
期
会
を
２
０
２
４・２
０
２
５・２
０
２
６
、80
才
ま
で

毎
年
開
催
し
ま
す
。�

13
期　

篠
澤　

達
也

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。�

13
期　

徳
川　

義
治

猛
暑
は
乗
り
切
れ
た
も
の
の
、喜
寿
と
も
な
る
と
哀
い
は
隠

せ
ず
、今
後
は
期
待
と
不
安
の
同
居
余
生
か
。

�

14
期　

青
野　

良
秋

元
気
に
やって
お
り
ま
す
。�

14
期　

飯
沼　

和
男

常
薬
は
飲
ん
で
い
ま
す
が
、時
々
ゴ
ル
フ
を
す
る
位
元
気
に
し

て
い
ま
す
。�

14
期　

稲
葉　

一
民

私
立
保
育
園
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

14
期　

桜
井　

恵
子

妻
の
介
護
を
し
な
が
ら
草
取
り
だ
け
が
楽
し
み
の
生
活
で

す
が
、元
気
で
す
。�

14
期　

當
間　

一
雄

毎
日
ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

�

15
期　

新
井　

國
貴

15
期
同
窓
会
、令
和
６
年
は
60
名
参
加
あ
り
ま
し
た
。

�

15
期　

岩
崎　
　

勇

15
期
は
毎
年
同
期
会
、16
期
は
こ
の
点
、失
格
で
す
。

�

16
期　

石
原　
　

元

東
京
か
ら
は
遠
い
岡
山
市
で
ゴ
ル
フ
等
を
楽
し
み
な
が
ら
、ま

だ
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。�

16
期　

大
木　

康
博

仕
事
を
や
め
た
ら
何
を
す
る
か
思
案
中
で
す
。

�

16
期　

辻
本
公
美
子

後
期
高
齢
者
に
な
って
、50
肩（
肩
関
節
周
囲
炎
）に
な
り
ま

し
た
。毎
日
、苦
痛
で
す
。イ
テ
テ
テ
… 

16
期　

本
間　

健
一

73
年
間
住
ん
だ
大
田
区
か
ら
世
田
谷
区
へ
転
居
し
ま
し
た
。

�

17
期　

荒
井　
　

実

報
恩
の
路
への
探
求�

17
期　

余
語
賢
二
郎

７
月
初
め
に
ス
イ
ス
を
訪
れ
、マッ
タ
ー
ホ
ル
ン
や
ア
イ
ガ
ー
の

周
り
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。�

18
期　

中
川　

克
己

18
期
は
、２
０
２
３
年
10
月
に
同
期
会
を
５
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。恩
師
３
名
を
お
迎
え
し
88
名
で
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。�

18
期　

中
野　

恵
一

サ
ッ
カ
ー
部
を
創
部
し
た
、18・19・20
期
生
は
毎
年
Ｏ
Ｂ
会

を
やって
い
て
盛
況
で
す
。�

19
期　

國
分　

裕
二

70
歳
に
な
り
、２
０
２
４
年
３
月
末
に
て
再
就
職
先
の
図
書

館
を
退
職
。今
は
地
元
で
民
生
委
員
を
やって
い
ま
す
。

�
20
期　

木
立　

勝
也

令
和
５
年
11
月
に
20
期
卒
の
仲
間
４
人
と
初
め
て
会
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。他
に
も
数
人
ず
つ
の
集
ま
り
が
あ
る
よ
う

で
す
。も
う
少
し
ま
と
ま
る
と
楽
し
い
の
で
は
…

�

20
期　

山
本　

耕
司

催
眠
セ
ラ
ピ
ー
に
は
ま
り
ま
し
た
。 

21
期　

大
國　

義
弘

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。先
日
中
学
の
ク
ラ
ス
会
が
あ

り
ま
し
た
。高
校
も
ク
ラ
ス
会
と
か
同
窓
会
が
あ
っ
た
ら
いい

の
に
、と
思
って
い
ま
す
。�

21
期　

澤　

美
知
子

昭
和
百
年
、古
希
を
過
ぎ
て
、ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
、を
実

感
し
て
い
る
昨
今
で
す
。�

21
期　

中
神　

恭
子

沼
部
駅
か
ら
始
ま
る
懐
か
し
く
、楽
し
か
っ
た
３
年
間
の
思

い
出
が
甦
って
き
ま
す
。古
希
を
迎
え
た
今
も
テ
ニス
と
ハ
イ

キ
ン
グ
に
浸
って
い
る
毎
日
で
す
。�

21
期　

塙　
　

正
弘

孫
が
２
人
に
な
り
ま
し
た
。60
代
最
後
の
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、完
走
を
め
ざ
し
ま
す
！�

21
期　

藤
本　

一
男

大
学
と
高
専
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
や
り
た
い

こ
と
に
も
挑
戦
し
て
ま
す
。�

22
期　

和
泉　
　

充

令
和
６
年
６
月
の
同
期
会
は
残
念
な
が
ら
２
次
会
か
ら
の

参
加
。次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

22
期　

菊
地　

克
則

２
０
２
４
年
３
月
末
で
37
年
間
勤
め
た
横
浜
商
科
大
学
を

定
年
退
職
し
、年
金
生
活
１
年
目
で
す
。自
由
の
身
に
な
っ

た
も
の
の
、ま
だ
生
活
のペ
ー
ス
を
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

�

22
期　

小
林　

雅
人

民
間
企
業
か
ら
今
は
年
度
更
新
の
地
方
公
務
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。�

23
期　

岡
本　

治
太

数
年
前
、沼
部
か
ら
田
高
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。な
つ
か
し

く
も
あ
り
、時
代
の
流
れ
を
感
じ
つつ
…　

ま
た
同
窓
会
や

り
た
い
で
す
ね
！�

23
期　

藤
戸　

佳
代

再
任
用
は
終
了
し
年
金
生
活
２
年
目
で
す
。の
ん
び
り
過
し

て
い
ま
す
。�

24
期　

林　
　

雅
彦

定
年
の
曖
昧
な
職
種
な
の
で
継
続
し
て
ま
す
。

�

25
期　

林　
　

敏
彦

令
和
５
年
初
冬
、そ
う
う
つ
病
で
入
院
し
、令
和
６
年
10
月

末
に
退
院
し
た
と
こ
ろ
で
す
。�

25
期　

宮
崎　

保
彦

２
０
２
５
年
３
月
に
定
年
退
職
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
、米

沢
を
離
れ
、横
浜
に
転
居
す
る
予
定
で
す
。

�

26
期　

足
立　

和
成

元
教
職
員

中
野　

英
雄

木
嶋　

智
恵

笹
川
耕
太
郎

新
野　

京
子

湯
田　

省
三

清
流
会

糸
瀬　

敬
一

樋
口　
　

光

溝
際
ミ
ユ
キ

石
塚　

久
子

青
山
み
ち
子

宮
田
美
智
子

岡
本
ひ
ろ
み

１
期井手　

敏
雄

大
塚　

節
子

熊
田　

辰
雄

染
野
美
代
子

二
ノ
宮
良
子

２
期井上　

周
子

大
塚　

里
子

清
水　
　

博

仁
上　

廣
子

３
期内田　

浩
子

宇
都　

正
巳

倉
持　

秀
子

桧
山　

英
夫

４
期佐々

木
博
一

寺
久
保　

勲

５
期垣本　

　

宏

涌
井　

登
代

６
期稲生

諏
訪
子

稲
垣　

嘉
昭

鵜
飼　

成
子

岡
島　

邦
夫

楠
田　

尚
徳

斉
藤　

義
男

竹
原　

智
明

舘　
　

健
三

田
中　

博
隆

中
澤
美
智
子

成
田
正
一
郎

７
期金子

喜
一
郎

斎
藤　

行
生

櫻
井　

淳
司

武
田　

文
江

田
中　

洋
一

山
口　

綾
子

綿
引
雄
一
郎

８
期岩野　

光
邦

北
風　

道
彦

田
中　

恭
子

夏
目　

達
也

根
笹　
　

馨

元
神　

一
郎

９
期

岡
村　
　

勲

簡　
　
　

敏

下
村　

祥
介

和
栗　
　

孝

10
期池田　

英
幸

今
田　

雅
子

塩
出　

敏
彦

藤
井　

眞
行

11
期伊東　

浩
子

小
野　

義
勝

栗
原　
　

晋

鈴
木　

洋
子

税
所　

洋
子

寺
山　

佑
枝

難
波
喜
三
郎

松
井　

岩
美

森
川　
　

靖

吾
田　

千
萱

12
期石井　

秀
之

岡　
　

弘
二

川
嶋　
　

透

櫻
井　

雅
教

辻
川　
　

浩

早
川　
　

豊

13
期阿部

フ
ミ
子

荒
川　

正
之

安
藤
日
出
男

小
島　

正
雄

小
林　
　

正

篠
澤　

達
也

関
谷　
　

浩

高
橋　

芳
徳

田
邉　
　

寛

徳
川　

義
治

14
期青野　

良
秋

飯
浜　

菊
枝

稲
葉　

一
民

岩
野　

政
彦

梅
沢　

孝
朗

片
桐　

正
雄

桜
井　

恵
子

関
根　

邦
弘

高
橋
友
光
子

高
橋
二
美
子

高
橋　

亨
一

為
谷　

茂
樹

當
間　

一
雄

橋
本　

智
明

長
谷
川
正
春

初
音
み
ね
子

深
澤　

清
子

堀　
　
　

明

宮
本　

健
三

山
形　

正
治

15
期浅利　

　

篤

新
井　

國
貴

伊
東
冨
士
雄

片
岡　
　

護

澤
間　

譲
治

直
津　
　

正

16
期大木　

康
博

荻
野　

信
男

榎
本　

宣
道

小
岩　
　

篤

鈴
木　

一
己

山
﨑　

俊
雄

山
田　
　

豊

17
期青野　

　

覚

青
山　

幸
一

荒
井　
　

実

大
木
本
一
夫

小
泉　

明
久

菅
野　

幸
一

藤
浦　

範
子

布
施　
　

章

保
坂　
　

誠

余
語
賢
二
郎

18
期小泉　

雅
史

中
野　

恵
一

野
瀬　

敬
志

19
期青木　

幸
子

磯
邉　
　

隆

鍵
和
田
幹
夫

香
田　

和
也

合
田　

通
夫

國
分　

裕
二

小
室　

謙
二

菅
野　

信
之

鈴
木　

吉
宣

髙
橋　
　

充

竹
尾　

弘
和

内
藤　

行
孝

仲
野　

茂
雄

野
田　

雅
宏

日
野　

佳
昭

平
澤　

利
明

平
田　

清
二

宮
尾　

通
子

武
藤　

正
治

森
井　

秀
樹

森
下　

英
夫

諸
角　

元
二

横
山
日
出
登

20
期大久

保
昇
一

大
山　

拓
正

木
立　

勝
也

源
田
真
由
美

谷
口　

友
孝

山
本　

耕
司

21
期石川　

公
彦

小
川　
　

勉

塩
井　

良
雄

田
中　

秀
樹

都
丸　
　

淳

中
島　
　

晋

毛
利　
　

浩

矢
吹　
　

潤

22
期和泉　

　

充

大
神　

基
也

加
藤　
　

裕

鎌
田　

雅
之

菊
地　

克
則

小
林　

雅
人

柴
田　

遵
子

杉
本　

典
幸

浜
村　

容
子

22
期
同
期
会

23
期永野　

重
明

宮
地　

一
雄

諸
貫　

信
行

24
期林　　

雅
彦

増
永　

敦
子

25
期磯邉　

富
雄

小
牧　

宏
至

柴　
　

伸
昌

内
藤　

真
弓

林　
　

敏
彦

26
期川田　

　

攻

眼
龍　

祥
子

北
條　

裕
之

中
村　

恭
一

27
期磯野　

浩
哉

高
野　

雅
弘

平
川　

恒
美

吉
野
ゆ
り
子

29
期大里　

正
人

小
田　

晴
信

川
瀬
み
ど
り

寿
藤　

里
絵

西
山　
　

博

山
内
か
お
る

30
期石津　

正
啓

兼
坂　

壮
一

黒
田　

俊
介

駒　

真
奈
美

土
川　

俊
哉

矢
巻　

由
江

31
期稲井　

一
樹

稲
毛　
　

彰

竹
尾　
　

正

長
澤　
　

亮

楡
井　

辰
夫

32
期安藤　

正
道

市
原　

朋
宏

髙
橋　

雅
明

33
期鴨林　

茂
佳

髙
橋　

時
子

中
澤　

晃
子

林　
　

美
喜

渕
上　

康
之

前
田　

僚
子

麦
島　
　

靖

34
期板井　

伸
治

35
期石鍋　

　

斉

堀
口　

泰
志

38
期新井　

秀
樹

増
淵　
　

豊

44
期林　　

隆
三

松
永　

大
輔

45
期川野　

輝
男

46
期齋藤　

亮
次

47
期源田　

和
樹

52
期下村　

哲
也

66
期髙橋　

美
帆

68
期豊山　

純
平

71
期古川　

麻
央

72
期中村　

聡
太

□
令
和
６
年
度
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り
決
算
致
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長　

源
田
真
由
美（
20
期
）

□
令
和
６
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か
つ
妥
当
で
あ

る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
令
和
七
年
四
月
十
八
日

会
計
監
査　

加
持　

和
子（
16
期
）

会
計
監
査　

市
川　

忠
司（
31
期
）

□
五
月
二
十
五
日（
日
）の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

月日会へのご寄付をありがとうございました月日会へのご寄付をありがとうございました
（令和6年度分）（令和6年度分）

横
浜
市
の
動
物
園
で
25
年
、生
物
系
環
境
調
査
で
13
年
の

業
務
を
終
え
、２
０
２
４
年
４
月
か
ら
塾
講
師
と
し
て
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
立
って
い
ま
す
。�

26
期　

川
田　
　

攻

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
中
学
生
の
基
礎
英
語
レ
ベル
１
」の
講
師
を

４
年
間
担
当
し
て
い
ま
す
。�

26
期　

本
多　

敏
幸

２
０
２
３
年
３
月
に
日
本
赤
十
字
社
を
定
年
退
職
し
、現
在

は一般
社
団
法
人
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
で
、産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
育
成
の
お
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
す
。27
期
放
送
委
員
会
の
仲
間
と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
つ
な
がって
ま
す
。�

27
期　

長
谷
川
正
子

再
任
用
２
年
目
で
、都
立
高
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。

 

29
期　

大
里　

正
人

法
政
中
高
教
員
を
退
職
し
て
、現
在
は
東
京
大
空
襲・戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
で
平
和
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

�

30
期　

兼
坂　

壮
一

令
和
６
年
３
月
30
日
に
30
期
の
還
暦
同
期
会
が
あ
り
、80
名

ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。私
も
40
年
振
り
に
同
期
会
に
参

加
し
ま
し
た
。�

30
期　

鈴
木　

広
司

保
谷
高
校
で
働
い
て
い
ま
す
。�

30
期　

平
林　

正
男

２
０
２
２
年
に
交
通
事
故
で
鍼
灸
師
を
引
退
し
、２
０
２
４

年
か
ら
は
年
金
生
活
し
て
ま
す
。 

31
期　

長
澤　
　

亮

こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
２
０
２
５
年
は
、我
々
32
期
は
還

暦
の
年
で
す
。長
く
生
き
た
な
と
は
思
い
ま
す
が
、会
報
の

「
近
況
お
便
り
」を
見
る
と
私
は
下
か
ら
10
番
以
内
で
、上

を
見
る
と「
ま
だ
ま
だ
だ
な
ぁ
」と
思
い
を
新
た
に
し
ま
す

（
笑
）�

32
期　

市
原　

朋
宏

高
校
の
近
隣
に
異
動
し
、勤
務
し
て
い
ま
す
。

�

38
期　

増
淵　
　

豊

大
東
文
化
大
学
に
勤
務
し
て
20
数
年
。今
年
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

部
の
副
部
長
を
担
って
い
ま
す
。�

44
期　

林　
　

隆
三

並
さ
ん
、う
っ
ち
ー
、今
年
は
会
い
ま
し
ょ
う
。

�

46
期　

齋
藤　

亮
次

リ
ー
ダ
ー
業
務
が
増
え
、毎
日
大
変
で
す
が
、自
分
な
り
に
が

ん
ばって
ま
す
。�

66
期　

髙
橋　

美
帆

月
日
会
役
員
５
年
目
、令
和
６
年
卒
の
社
会
人
１
年
目
の
23

歳
に
な
り
ま
し
た
。最
若
手
の
副
幹
事
長
と
し
て
何
が
で
き

る
か
、暗
中
模
索
の
日
々
。若
い
田
高
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
同
士
が
、

も
っ
と
気
軽
に
話
せ
る
場
を
本
気
で
作
って
い
き
た
い
。特
に

私
の
同
期
の
68
期
の
方
々
、何
か
良
い
案
が
あ
れ
ば
ど
ん
な

事
で
も
いい
の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
！

�

68
期　

豊
山　

純
平

69
期
生
の
人
た
ち
、何
を
し
て
い
ま
す
か
？
私
は
元
気
で

す
。�

69
期　

中
村　

知
尋

明
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
合
唱
三
昧
で
す
。

�

70
期　

三
島　

弘
暉

※ 

他
に
も
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。紙
面

の
都
合
で
会
報
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

14期 第5回同期会開催のお知らせ
「田高14期・第5回同期会」を以下の
とおり開催致します。詳細の御案内は
9月下旬を予定しています。
日時：11月19日（水）12:30～15:00
会場： MARUGO GRANDE
　　　 新宿区新宿3-6-14新世界ビル1F
　　　　（地下鉄新宿三丁目駅、徒歩1分）

問合せ連絡先：鈴江正博
E-mail：hirosuzue0057@gmail.com

第9回 18期同期会開催のお知らせ
第9回�18期同期会を以下のとおり開
催致します。詳細については下記問
合せ連絡先までお問合せください。

日時：11月7日（金）14:30～17:00
会場：ニューオータニイン東京
　　（大崎駅前）
問合せ連絡先：久保田裕二
E-mail：ykubota.hama_jp@gmail.com

2025年度 25期 同期会開催のお知らせ
今年度の25期同期会を以下のとおり
開催致します。詳細については個別に
ご案内致します。
日時：10月25日（土）17：00より
会場：田園調布倶楽部
問合せ連絡先：
E-mail：denen.choufu25@gmail.com

同期会開催のおしらせ 14期・18期・25期の同期会が開催されます。皆様、どうぞお誘い合わ
せの上、奮ってご参加いただきますようお願い致します。

令
和
七
年
度
予
算

新入生へバッジ

卒業証書ホルダ
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お知らせください！
　会報を読んでのご意見、ご感想がありましたらご連絡くだ
さい。また、同期会開催案内、寄稿、住所変更等についての
お問い合わせも下記にお願いいたします。尚、お寄せ頂いた
情報は掲載できないこともございますのでご了承ください。

住所：〒145-007
　　　大田区田園調布南13-9-507
月日会事務局 宛 Fax：03-6459-8119
ＨＰ：https://www.tsukihikai.net/

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団

田
園
調
布
教
育
財
団

様
々
な
事
業
で
学
校
支
援
、

地
域
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

大学合格状況（現役のみ）
国公立大学
東京科学大学（1）、大阪大学（1）、筑波大学（1）、鳥
取大学（1）、東京都立大学（2）、横浜市立大学（1）、
職業能力開発総合大学校（1）
私立大学
慶應義塾（4）、上智（1）、学習院（5）、明治（7）、青山学
院（10）、立教（4）、中央（12）、成蹊（7）、國學院（8）、武
蔵（2）

進　路　状　況

大 　 学 188
短 期 大 学 0
専 門 学 校 13

就 　 職 0
未 定 ・ 浪 人 等 30
留 　 学 1

73期生の進路（卒業生232名）

編編 

集集 

後後 

記記

「ぽろにあ祭」9月20日（土）に開催
　今年の「ぽろにあ祭」は９月20日（土）に公開予定で
す。
　月日会も「同窓会コーナー」と財団の
「ふれあいバザー」に参加予定です。「ふ
れあいバザー」への献品のご協力をよろ
しくお願いいたします。
　詳細は月日会ホームページをご覧くだ
さい。

　

本
財
団
は
、
田
園
調
布
高
校
と
地

域
社
会
へ
の
支
援
を
通
し
て
田
高
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
学
校
支
援
」
「
地
域
支
援
」
「
多

摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
運
営
」
の

各
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
8
月
29
日

（
木
）
深
夜
に
発
生
し
た
冠
水
被
害

に
よ
り
12
月
初
旬
ま
で
多
摩
川
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
利
用
で
き
ず
に

「
第
21
回
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

「
第
18
回
小
学
生
野
球
大
会
」
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
は
、
責
任
者
で
あ
る
担
当

理
事
と
運
営
の
中
心
と
な
る
実
行
委

員
（
運
営
委
員
か
ら
立
候
補
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
）
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
度
の
事
業
概
要
は
「
事
業

報
告
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

田
高
財
団
事
業
報
告

（　

）
内
は
、
月
日
会
か
ら
の
参
加
人
数
で
す
。

　

９
月
14
日
（
土
）
に
、「
第
37
回

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」（
11
名
）が「
ぽ
ろ

に
あ
祭
」２
日
目
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
会
場
が
４
階
多
目
的
室

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
通

り
近
隣
の
方
を
含
め
３
５
０
名
超
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
22
日（
日
）に
は
、「
第
８
回

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
大
会
＆

体
験
会
」（
６
名
）が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
８
月
29
日
に
発
生
し
た

冠
水
被
害
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面

︻
転　

出
︼

綿
貫　

俊
之
（
副
校
長
）

教
育
庁
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

日
向　

昌
平
（
国
語
）
大
島
海
洋
国
際

宮
崎
三
喜
男
（
公
民
）
退
職

大
貫　

敏
章
（
数
学
）
南
葛
飾

鈴
木　

雅
人
（
数
学
）
退
職

上
谷
田
浩
喜
（
保
健
体
育
）
退
職

南
部　
　

紳
（
保
健
体
育
）

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校

平
松
る
み
子
（
英
語
）
日
比
谷

井
上　

正
吾
（
情
報
）
退
職

長　
　

雅
洋
（
地
理
歴
史
）
退
職

石
川　

由
紀
（
英
語
）
練
馬
工
科

増
子　
　

遼
（
実
習
支
援
専
門
員
）退職

橋
本　

純
子
（
経
営
企
画
室
）
退
職

︻
転　

入
︼

山
口　

紀
子
（
副
校
長
）
稔
ヶ
丘

野
津　

亜
純
（
国
語
）
新
規
採
用

佐
々
木
崇
光
（
公
民
）
新
規
採
用

逸
見
由
紀
子
（
数
学
）
武
蔵

保
坂
晋
之
介
（
理
科
）
新
規
採
用

井
部　

未
宇
（
生
物
）
新
規
採
用

平
野　

尚
輝
（
保
健
体
育
）
一
橋

篠
浦　

辰
徳
（
保
健
体
育
）
上
水

中
本
か
お
り
（
英
語
）

葛
飾
区
立
水
元
中
学
校

吉
田
久
仁
子
（
英
語
）
駒
場

松
島　
　

毅
（
情
報
）
新
規
採
用

横
川　

孝
義
（
実
習
支
援
専
門
員
）山崎

小
笠
原
真
記
（
経
営
企
画
室
）新規

採
用

多摩川河川敷グラウンド冠水被害

の
利
用
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
体

験
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
大

会
に
は
６
チ
ー
ム
約
１
７
０
名
が
参

加
し
、
例
年
通
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

10
月
26
日
（
土
）
に
は
、「
第
６
回

郷
土
の
歴
史
探
訪
」（
九
十
九
谷
（
く

じ
ゅ
う
く
た
に
）・
馬
込
か
ら
山
王

へ
～
「
田
高
遺
跡
」
、
文
士
村
を
訪

ね
る
～
）（
８
名
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
21
名
の
参
加
者
が
区
立

郷
土
博
物
館
で
田
高
敷
地
内
か
ら
発

掘
さ
れ
た
遺
跡
等
を
見
学
の
後
、
山

王
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
資
料
館

や
記
念
碑
を
巡
り
ま
し
た
。

11
月
16
日（
土
）に
は
、「
第
17
回

手
話
講
習
会
」（
４
名
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
16
名
を
含

む
30
名
が
参
加
し
て
、
例
年
通
り
中

川
先
生
の
巧
み
な
進
行
を
全
員
で
楽

し
み
ま
し
た
。

12
月
14
日（
土
）に
は
「
手
作
り
講

習
会
」（
６
名
）が
行
わ
れ
、
18
名
の

参
加
者
は
「
パ
ラ
コ
ー
ド
を
使
っ
た

キ
ー
リ
ン
グ
＆
チ
ャ
ー
ム
」
作
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
月
８
日（
土
）15
日（
土
）に
は

「
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」（
９
名
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
12
名
の
参
加
が
あ
り
、
初

日
に
は
ワ
ー
ド
作
成
、
２
日
目
に
は

名
刺
作
成
を
学
び
ま
し
た
。
講
師

は
、
68
期
の
豊
山
副
幹
事
長
（
初

日
）、
37
期
の
小
西
副
会
長
（
２
日

目
）
が
担
当
し
ま
し
た
。
２
日
間
と

も
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
支
援
が
で

き
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
（
月
・
振
替
休
日
）
に

は
、「
第
５
回
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大

会
」（
１
名
）
が
、
今
年
も
財
団
後
援

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
急
沿
線
の
小
学
生
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
（
小
学
校
１
年
か
ら
３
年
の

33
チ
ー
ム
・
コ
ー
チ
保
護
者
を
含
め

約
６
０
０
名
）
に
よ
り
年
間
を
通
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｑ
た
ち

あ
が
り
リ
ー
グ
（
ピ
ッ
チ
上
で
の
子

供
た
ち
の
自
立
を
促
す
た
め
に
作
ら

教
職
員
異
動

れ
た
リ
ー
グ
）」の
年
間
表
彰
と
年
度

最
後
の
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
後
援
」
事
業
と
し
て
の
開
催

で
し
た
が
、「
子
供
た
ち
の
自
立
を
促

す
」
と
い
う
「
Ｔ
Ｏ
Ｑ
た
ち
あ
が
り

リ
ー
グ
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
後

も
引
き
続
き
支
援
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
財
団
主
催
の
事
業
へ
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

鍵
和
田
幹
夫
（
19
期
）

　

昨
年
度
か
ら
楡
井
幹
事
長
体
制
に

な
り
、
幹
事
会
の
雰
囲
気
も
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
75
周
年
記
念
総
会
の
開

催
に
向
け
た
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

多
摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
を
受

け
て
多
大
な
損
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
異
常
気
象
が
続
く
中
、
財
団
で

維
持
管
理
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
大

変
な
状
況
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
地

域
と
田
高
を
繋
ぐ
窓
口
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
維

持
で
き
る
よ
う
田
高
財
団
へ
の
ご
支

援
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

37
期　

小
西
正
晃

郷土の歴史探訪

初級パソコン講習会

東 洋 大 学 27
日 本 大 学 34
神 奈 川 大 学 51
明治学院大学 16
駒 澤 大 学 35
東 海 大 学 20

武 蔵 野 大 学 21
法 政 大 学 26
東京農業大学 18
立 正 大 学 23
専 修 大 学 16
成 城 大 学 18

合格者の多い四年制大学（既卒生含む）

桐の木 桜の木桐の木 桜の木

ぽろにあ祭

　月日会50周年に「桐の木」募金を始め、70周年までに20本を植樹し
てきました。この春も桐の花がきれいに咲きました。
　「田高ホームページ」・「日々の田高」2025/05/01号に、紹介くださ
いました。ぜひ「田高ホームページ」をご覧ください。
　「生物基礎の授業」で生徒さんが１年間を通して「桐の木」の葉や

花などを観察してもらっていることを知り
とても喜んでいます。
　更に、2025/05/23号の「日々の田高」
に、「桐の木の校章入りどら焼き」が開校
記念日（5月20日）にPTAから生徒に振る
舞った記事が掲載され、またまた月日会に
とっても嬉しいニュースでした。
　月日会50周年の折、恩師の先生方へのお
土産と月日会会員へのお土産に「桐の木の
校章焼印のどら焼き」を和菓子屋さんに特
注しました。のし紙は、「我が師の恩」で
した。（中身は校章焼印の和菓子どら焼き

です。）それからは月日会の総会のお
みやげになりました。昨年の第59回ぽ
ろにあ祭での「バザー会場」でも販売
され、完売しました。人気商品なので
もっと作ってもらえばよかったね　と
話しました。
　ある年にPTA様から同等品を創らせ
てとの申し込みをいただき、今では母
校でのどら焼きが喜ばれています。

　正門奥に、今年始めにソメイヨシノのあとに
植樹された河津さくらが開花しました。「田高
ホームページ」の「日々の田高」2025/02/26
号、02/27号に掲載されています。PTA様の生
徒活動補助活動として植樹されました。嬉しい
ニュースです。ありがとうございました。

田中博隆（６期）


